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　自然が豊かであると言われる本県に
おいても、里地里山の荒廃が叫ばれる
ようになって久しいのですが、それに
伴い、そこに生息し普通に見られた生
き物達が著しく数を減らし、現在絶滅
危惧種になってしまった種類が少なく
ありません。今回、紹介するゴマシジミ
（写真１）というチョウも正にその代表
的な例と言えるでしょう。
　ゴマシジミは、日本では北海道、本
州、九州に局地的に分布していますが、
各地で個体数の減少が著しく、環境省
では絶滅危惧Ⅱ類に指定しています。
本県では、表紙のような富士山麓の広
大な半自然草原にも生息していますが、
我々は個体数が急減している県北西部
の里山の雑木林周辺に生息する本種を

調査してみました。調査は2004年から
開始し、2009年まで６年間継続しまし
た。その結果、本種成虫の発生消長や
生息場所の特性等が明らかになりまし
た。また、本種の幼虫の食草はワレモ
コウで、この草本の動態が本種生息の
鍵であることも分りました。
　先ず、調査を実施した生息域では、
調査した６年間に計10カ所の生息場所
を発見することができました（表１、
写真２）。その内、最も多かったのが「里
山林（二次林）の伐採地」（５カ所）で
した。次に多かったのは「高圧鉄塔沿
いの草刈・伐採地」（２カ所）でした。
残りは１カ所ずつで「伐採後の植林地」、
「林道沿いの空地」、「防火帯」でした。
これらの内、2009年の時点で、まだ成
虫の発生が確認できたのは「高圧鉄塔
沿いの草刈・伐採地」の１カ所のみで
あり、その他の生息場所は全て成虫の
発生が見られなくなってしまいました
（すなわち、生息集団の消滅）。
　表１の１番目の生息場所では、2003
年初期に里山林の一部が伐採され、
2004年そこに食草のワレモコウが自生
し、それにゴマシジミの雌成虫が産卵
しました（新たなゴマシジミの侵入）。
そして2005年には成虫が発生し、全部
で９個体が確認されましたが、2006年
には成虫の発生が急減し、１個体のみ
が確認され、2007年には全く成虫が確

認できませんでした（生息集団の消滅）。
すなわち、里山林の伐採地の生息場所
は、ゴマシジミにとって僅か数年の寿
命しか持ち合わせていないことが判明
したのです。
　これはいったいどういう理由による
のでしょうか？ゴマシジミの生息場所
が短命な理由は、伐採地の植生遷移の
進行に伴う薮化、低木林化にあると考
えられます。伐採地の場合、伐採した
翌年にはワレモコウが自生し、そこに
他地域から侵入したと考えられる雌成
虫が産卵するのが確認できましたが、
２年目にはススキ等他の植物の勢いが
増し、３年目には早くもワレモコウが
（他の植物との競争に負けて）消滅した
場所も確認できました。唯一、2009年
の時点でまだ成虫発生の見られた「高
圧鉄塔沿いの草刈・伐採地」は、毎年
鉄塔管理者による鉄塔沿いの草刈り、
伐採が実施されており、それがワレモ
コウの生育、引いては本種の生息継続
の理由になっていると考えられました。
　山梨県北西地域の本種の主要な生息
場所は里山林の伐採地です。しかし上
述のように、そこはゴマシジミにとっ
て非常に短命な生息場所となっていま
す。この調査を通じて、ゴマシジミが
生き延びていくためには、里山林の人
的管理（定期的な伐採と下刈り等）が
必須であることがよく分りました。
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甲府盆地における
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　生気象学研究室では2007年より甲府
盆地地域の夏季暑熱環境の実態を明ら
かにすることを目的とし、甲府盆地地
域の小学校約40校の百葉箱をお借りし
て気温および湿度の測定を行っていま
す （図１）。 測定期間は７月中旬から９
月中旬までの約２ヶ月間で、毎日10分
間隔で気温および湿度の自動測定を行
いました。
　近年、夏になると熱中症が大きな問
題となっていますが、 熱中症の発症に
は昼間の高温が大きく影響し, 山梨県に
おいては最高気温がおよそ33℃を超え
ると熱中症が急増することが明らかに
なっています。 2010年の県内における
熱中症による救急搬送者数は367人、
2011年は314人（5/30～10/2の合計速報
値）に上りました。一方、夜間に気温
が高くなるほど睡眠中に目が覚めてし
まう人の割合が増加し, 熱帯夜（最低気
温が25℃以上の夜）の増加が夏季の睡
眠環境を悪化させ, それによる睡眠障害
が熱中症の発症に影響しているという
報告もあります。そこで、甲府盆地地
域の気温データを用いて、夏季夜間の
暑熱環境の実態について検討しました。
　2008年から2010年の３年間測定を行
った小学校38校の気温データを用いて、
降水現象が観測されなかった日の午後
６時と午前５時の平均気温の分布図を
作成しました（図２）。午後６時
の分布図（図２（a））では甲府
市街地中心部と甲府盆地の中心
部（小瀬スポーツ公園周辺）に
高温域が確認できますが、午前
５時の分布図 （図２（b））では甲
府市街地中心部にのみ高温域が
残っています。「都市の中心部の
気温が郊外に比べて高い現象」
をヒートアイランド現象と呼び
ますが、この図から甲府盆地地

域において夜間のヒートアイ
ランド現象が確認できること
がわかります。
　さらに、甲府市街地中心部
にある新紺屋小学校と郊外に
ある石和西小学校での猛暑日
（最高気温が35℃以上の日）を
記録した日数と熱帯夜を記録
した日数を比較してみると、
猛暑日日数はそれぞれ34日、
42日なのに対して、熱帯夜日
数はそれぞれ31日、21日とな
りました。このことから、郊
外でも甲府市街地中心部と同
等かそれ以上に昼間は暑くな
りますが、夜になると甲府市街地中心
部では熱帯夜が多く、郊外では熱帯夜
が比較的少ないことがわかります。
　甲府市街地中心部に朝方まで高温域
が残り、夜間のヒートアイランド現象
が形成される要因は、以下のように考
えられます。市街地中心部の地表面状
態はアスファルト舗装やコンクリート
の建物が多いため、日中は太陽からの
エネルギーを蓄えやすく、夜間はその
エネルギーを放出しにくくなっていま
す。従って、夜間になっても気温が下
がりにくいため朝方まで市街地中心部
に高温域が維持されると考えられます。
一方、郊外（小瀬スポーツ公園周辺）

の地表面状態はアスファルト舗装やコ
ンクリートの建物が比較的少ないため、
夜になると放射冷却等により気温が下
がり、朝方にははっきりとした高温域
が消滅すると考えられます。
　最後に、甲府盆地地域における気温
測定データの解析から、甲府市街地中
心部には朝方まで島状の高温域が存在
し、甲府盆地において夜間のヒートアイ
ランド現象が発生していることを確認
することができました。今後も甲府盆
地地域の暑熱環境の実態を明らかにす
るとともに、その成果を熱中症の予防
対策やヒートアイランド現象の緩和対
策に役立てていきたいと考えています。

 生息場所タイプ 2004年 2005年 2006年 2007年 2008年 2009年 合  計
1. 里山林伐採地a 食草初確認 9 1 0（消滅）   10
2. 里山林伐採地b 伐採 食草初確認 7 3 0（消滅）  10
3. 里山林伐採地c 伐採 食草初確認 12 25 1 0（消滅） 38
4. 里山林伐採地d 3 6 2 0（消滅）   11
5. 里山林伐採地e 1 1 2 0（消滅）   4
6. 高圧鉄塔付近
 草刈・伐採地a 5 10 18 8 13 3 57

7. 高圧鉄塔付近
 草刈・伐採地b 未調査 未調査 未調査 2 1 未調査 3

8. 林道沿い空地 2 1 0（消滅）    3
9. 防火帯 未調査 1 0（消滅）    1
10. 伐採後植林地 11 3 0（消滅）    14

表1 調査した6年間に発見できた生息場所のタイプとそこにおけるゴマシジミの発生消長。
　   数字は確認できた成虫の個体数を示す。

図2 降水現象が観測されなかった日の平均気温分布図

写真1 確認できたゴマシジミの成虫
　　 （環境省指定レッドリスト種）

写真2 ゴマシジミの生息場所
　　 （里山林の伐採地）

図1 百葉箱を利用した気温測定点

（a）午後6時 （b）午前5時


